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(54)【発明の名称】 表示装置

(57)【要約】
【課題】  動画での走査線ノイズ、静止画でのフリッカ
ー、液晶の応答速度もしくは輝度の向上により動画ぼけ
を改善、更には液晶パネルへの直流電圧印加に伴う残像
（焼付き）現象の回避を可能とする表示装置を提供す
る。
【解決手段】インターレス形式の映像信号入力に対し、
２個のフレームメモリ及び、３個のラインメモリを用い
て、連続する３フィールド分のデータを同じタイミング
で読出し、同一フィールド間データで動き検出を行い、
この検出結果を用いてインターレス→ノン・インターレ
ス変換処理及び、オーバードライブ処理を行う。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  各々１フレーム（奇数、偶数各１フィー
ルド）分のデータを格納可能な２個のフレームメモリ及
び、１ライン分のデータを格納可能な３個のラインメモ
リと、同一フィールド、同位置画素データを比較するこ
とで動き情報を検出する手段と、前記動き情報に従って
インターレス→ノン・インターレス変換を行うＩ－Ｐ変
換処理手段と、同じく前記動き情報に従ってＩ－Ｐ変換
後の表示データを補正するための補正値算出手段及び、
この補正値を用いて映像出力するための補正データを生
成するオーバードライブ補正データ生成手段を備えたこ
とを特徴とする表示装置。
【請求項２】  請求項１の表示装置において、前記２個
のフレームメモリ内部には連続する２フィールドの映像
データを格納し、このフレームメモリと同時に入力映像
データを書き込む２個のラインメモリの書込み速度に対
し、前記２個のフレームメモリ、２個のラインメモリか
らの読出し及び、残り１個のラインメモリへの書込み及
び、読出し速度が２倍であることを特徴とする表示装
置。
【請求項３】  請求項１の表示装置において、前記同時
に読出す連続３フィールドのデータの中で、同一フィー
ルド、同位置画素データの比較において、その差分が規
定の閾値より大きい場合に入力映像データは動いている
ものと判断し、逆に閾値より小さい場合には入力映像デ
ータは静止しているものと判断するように制御すること
を特徴とする表示装置。
【請求項４】  請求項１の表示装置において、前記動き
検出の結果、入力映像信号が動画であると判断した際に
は、基準となるフィールド、すなわち、前記同時に読み
出す連続３フィールドのデータ中、単独フィールド内で
補間処理を行い、補間するラインデータは１ライン前の
ラインデータを繰返すラインダブラー処理を施し、入力
映像信号が静止画であると判断した際には、前記同時に
読み出す連続３フィールドのデータ中、同じフィールド
を有する２フィールドのうち新しいフィールドのデータ
をフィールド間補間データとして出力することを特徴と
する表示装置。
【請求項５】  請求項１の表示装置において、インター
レス→ノン・インターレス変換後の映像データに対し、
前記動き検出結果を用いてデータ補正処理を行うオーバ
ードライブ処理は、フレーム毎に奇数ラインのみ、偶数
ラインのみが交互に有効となることを特徴とする表示装
置。
【請求項６】  請求項１の表示装置において、メモリか
ら読み出した連続する３フィールドの同一フィールド、
同位置画素データを用いる動き情報の検出は、インター
レス→ノン・インターレス処理部では２つのデータの差
が規定の閾値より大きいか、もしくは小さいかで映像の
動きを判断するのに用い、オーバードライブ処理部で *
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*は、前フィールドのデータから、現フィールドのデータ
の遷移状態により補正値を求めるために用いることを特
徴とする表示装置。
【請求項７】  請求項１の表示装置において、前記オー
バードライブ制御部の映像データ補正値は、パネルの応
答速度特性を考慮した上で、変化後の目的輝度に最速で
到達する補正値、応答波形遅延による輝度不足を補い、
原画像の輝度特性を再現するための補正値をなど、任意
に設定可能であることを特徴とする表示装置。
【請求項８】  請求項１の表示装置において、前記オー
バードライブ制御によって、過剰な輝度補償を行うこと
でコントラストを強調した際の色ずれ防止機能として、
特定の入力階調領域に対するオーバードライブ処理を禁
止することを特徴とする表示装置。
【請求項９】  請求項８の表示装置において、オーバー
ドライブ処理を禁止する特定の入力階調領域とは、主観
的に認識可能であり、オーバードライブ単位補正値に対
する輝度変化が大きいことを条件とした、液晶パネルの
γ特性が下凸でありかつ、補正前の原データが高階調部
分であることを特徴とする表示装置。
【請求項１０】  請求項１の表示装置において、前記イ
ンターレス→ノン・インターレス変換処理及び、オーバ
ードライブ処理を施した映像信号が、動画もしくは、静
止画のいずれの場合においても、液晶パネルに定常的な
直流電圧が印加されることが無く、残像（焼付き）現象
を回避可能なことを特徴とする表示装置。
【請求項１１】  請求項１の表示装置において、ライン
メモリを更に４個追加することで、インターレス→ノン
・インターレス変換処理で動き有りと判断した際のフィ
ールド内補間処理を、補間処理を行う上下ラインデータ
を演算したデータを用いることを特徴とする表示装置。
【請求項１２】  請求項１の表示装置において、対応す
る入力映像信号モード、表示色数及び、採用するフレー
ムメモリの構成により、最小２個のフレームメモリチッ
プを搭載するのみで実現可能としたことを特徴とする表
示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、インターレス形式
の映像信号を表示する表示装置に係り、液晶表示素子、
ＥＬ素子、プラズマ等を用いた表示装置に対し、フレー
ムメモリ搭載数を抑えてインターレス－ノン・インター
レス変換処理及び、オーバードライブ制御により動画質
を向上し、更には定常的な直流電圧の印加を抑止し、残
像（焼付き）の無い良好な表示を得るための表示装置に
関するものである。
【０００２】
【従来の技術】従来、映像信号発生装置からのインター
レス形式動画像をノン・インターレス形式動画像にフォ
ーマット変換する方法としては例えば、特開２０００－
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１５２２４６号公報に開示されているように、補間対象
と異なったフレームまたはフィールドの画像信号から形
成される画像間補間信号と、補間対象と同じフレームま
たはフィールドの画像信号から形成される画像内補間信
号とを、動き係数に応じて混合比を変化させて混合する
動画像信号の適応処理制御装置において、入力画像信号
のフレームまたはフィールド間の差を画像間差分信号と
して得る画像間差分信号手段と、入力映像信号のフレー
ムまたはフィールド内の走査線間の差を空間アクティビ
ティとして得るアクティビティ検出手段と、空間アクテ
ィビティが所定値以下の場合は、所定値で下限を制限し
て正規化信号に変換する正規化信号形成手段と、この正
規化信号で画像間差分信号を除算し、正規化された動き
係数ｋを得る正規化手段を有する手段が知られている。
【０００３】図２８は前記特２０００－１５２２４６号
公報に開示されているインターレス形式動画像をノン・
インターレス形式動画像にフォーマット変換する走査線
補間装置の概略構成図である。図中、2801は画像入力端
子、2802はフィールド遅延器１、2803はライン遅延器、
2804は加算器１、2805は乗算器１、2806は加算器２、28
07は補間画像出力端子、2808は適応制御部、2809は減算
器、2810は加算器３、2811は乗算器２、2812はフィール
ド遅延器２である。
【０００４】適応制御部 2808は動き係数ｋを出力し、
これによりフィールド間補間とフィールド内補間の混合
比を変化させる。画像入力 2801から入力したインター
レス動画像信号は、フィールド遅延器１ 2802で１フィ
ールドと所定ライン遅延させられ、上ライン画像信号と
してライン遅延器 2803、加算器１ 2804、適応制御部28
08に与えられる。ここで所定ライン数は動き補償処理の
垂直エリアに依存して設定され、４ライン程度である。
ライン遅延器 2803では上ライン信号を１ライン遅延さ
せられ、下ライン画像信号として、加算器１ 2804と適
応制御部 2808に与えられる。フィールド遅延器１ 2802
からは、動き補償により所定ライン数±Ｙライン及び、
±Ｘ画素遅延させられた画素が、後フィールド画像信号
として、加算器３ 2810と適応制御部 2808に与えられ
る。フィールド遅延器２ 2812からは、動き補償により
所定ライン数±Ｙライン及び、±Ｘ画素遅延させられた
画素が、前フィールド画像信号として、加算器３ 2810
と適応制御部 2808に与えられる。ここで、±Ｙ、±Ｘ
は動き補償の動きベクトルで、フィールド遅延器１ 280
1と、フィールド遅延器２ 2812では、補間時間関係が逆
になるので遅延量の正負も逆になる。加算器１ 2804は
上ライン画像信号と、下ライン画像信号を加算して１／
２倍し、フィールド内補間信号として、乗算器１ 2805
と適応制御部 2808に与える。加算器３ 2810は前フィー
ルド画像信号と、後フィールド画像信号を加算して１／
２倍し、フィールド間補間信号として、乗算器２ 2811
と、適応制御部 2808に与える。乗算器１ 2805は適応制
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御部 2808から与えられる動き係数ｋ（０～１）を乗じ
て、加算器２ 2806に与える。乗算器２ 2811は減算器 2
809から与えられる逆動き係数（１－ｋ）を乗じて、加
算器２ 2806に与える。加算器２ 2806は動き係数ｋが乗
じられたフィールド内補間信号と、逆動き係数（１－
ｋ）が乗じられたフィールド間補間信号とを加算して、
最終的な補間信号を形成して補間画像出力 2807より出
力する。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、前記従
来技術では、フィールドデータの遅延が２箇所に必要と
なり、これを実現するメモリ素子として、汎用的なシン
グルポートのメモリを用いた場合、書込みと読出しを独
立した別々のメモリ素子で行う必要があり、多数のメモ
リを必要とするという問題がある。更に、本従来技術を
液晶パネルに適用した場合、インターレス→ノン・イン
ターレス変換処理に伴う画質向上については配慮されて
いるが、液晶がホールド型デバイスであることや、応答
速度が遅いことによる動画ぼけなどの画質改善に関して
は配慮されていない。
【０００６】本発明の目的は、液晶表示装置においてイ
ンターレス形式の入力映像信号をノン・インターレス形
式に変換する際に、隣接フレームの同一フィールドデー
タによる動き検出及び、検出結果に対応したフィールド
内補間処理もしくは、フィールド間補間処理を少数のフ
レームメモリで実現することである。
【０００７】本発明の他の目的は、動きに適応したイン
ターレス→ノン・インターレス変換処理に加え、液晶の
応答速度を高速化するオーバードライブ処理を搭載し、
これら双方の処理に必要な映像信号の動き情報の抽出を
共通のメモリで行うことで低コストで高画質な動画対応
液晶表示制御装置を提供することである。
【０００８】
【課題を解決するための手段】本願において、開示され
る発明のうち代表的なものの概要を簡単に説明すれば下
記の通りである。
【０００９】すなわち、本発明は液晶表示装置におい
て、連続するインターレス形式の映像信号を偶数フィー
ルド及び、奇数フィールド各１画面つまり、１フレーム
分を書き込む第１フレームメモリと、このタイミング
で、１フレーム前の映像信号つまり、１フレーム前の偶
数フィールド及び、奇数フィールドデータを交互に読み
出す第２フレームメモリを各々独立に備える。更に第１
フレームメモリに書き込みを行っているフィールドデー
タは同時に別のラインメモリに書き込み、次ライン後半
の期間に２倍速で読み出す。ここでも書き込みと読出し
用に各々独立した２ライン分の第１、第２ラインメモリ
を備える。前記１フレーム前の映像信号を格納した第２
フレームメモリからの読出しは、現在書き込みを行って
いるフィールドが偶数フィールドであればまず奇数フィ
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ールドデータを書き込み時の２倍速で読出し、読み出し
たデータを別の第３ラインメモリに書き込む。次ライン
においてこの第３ラインメモリから同じく２倍速で読み
出すと同時に、第２フレームメモリからは１フレーム前
の偶数フィールドデータを同じく２倍速で読み出す。こ
れにより、同一位置の現偶数フィールドデータ、１フレ
ーム前偶数及び、奇数フィールドデータの３つのデータ
を時間的に揃えることが可能となり、奇数フィールド画
面をマスターとし、各偶数フィールドデータの比較によ
り動き検出を行い、この結果に従ってフィールド内もし
くは、フィールド間インターレス→ノン・インターレス
変換処理（以下、Ｉ－Ｐ変換処理と称す）を行うこと
で、走査線ノイズ及び、フリッカーを抑えた良好な表示
状態を得るようにしたものである（また、次フレームで
は偶数、奇数の関係が全て逆転する）。
【００１０】更に、上記同一位置の現偶数（奇数）フィ
ールドデータと、１フレーム前の偶数（奇数）フィール
ドデータを比較することで得るフレーム間同一フィール
ドの動き検出結果を利用し、オーバードライブ処理を行
うことで、応答速度の遅い液晶に対する動画ぼけを改善
するようにしたものである。
【００１１】更にはこれらＩ－Ｐ変換処理及び、オーバ
ードライブ処理による表示データは、インターレス形式
の映像信号をノン・インターレス形式で駆動する必要の
ある液晶パネルに対し、定常的な直流電圧の印加を抑止
し、残像（焼付き）を防ぐことを可能にしたものであ
る。
【００１２】
【発明の実施の形態】以下、本発明の一実施例を図面を
用いて詳細に説明する。
【００１３】図１は、本発明技術による映像処理制御方
法を用いた液晶表示システムの全体概略構成図であり、
本発明技術の主要な部分を成すのは入力される映像信号
 101を液晶モジュール 105に出力する前に、良好な表示
を得るために設けた映像処理回路 103である。
【００１４】図１において、101はパソコン（以下、Ｐ
Ｃと称す）、テレビ放送（以下、ＴＶと称す）、ビデオ
・テープ・レコーダー（以下、ＶＴＲと称す）などから
の入力映像信号、102は前記入力映像信号 101を表示す
るための液晶表示装置、103は前記入力映像信号 101を
取り込んで、映像フォーマット変換、コントラスト、輝
度などの画質調整、アナログ－デジタル変換、色数変換
及び、表示サイズ変換などを行う映像処理回路、104は
前記映像処理回路 103により各種処理を施されたデジタ
ル映像信号、105は前記デジタル映像信号を入力とした
液晶モジュール、106は前記液晶モジュール 105に内包
され、表示タイミングを生成するドライバー制御回路
部、107は前記ドライバー制御回路 106より出力される
ゲート・ドライバー制御信号、108は同じくデータ・ド
ライバー制御信号、109は前記ゲートドライバー制御信
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号 107を入力として動作するゲート・ドライバー、110
は同じくデータ・ドライバー制御信号 108を入力として
動作するデータ・ドライバー、111は液晶パネルを各々
示す。
【００１５】以下、図１を用いて本発明による第1の実
施例についての全体動作を説明する。
【００１６】まず、ＰＣ、ＴＶ、ＶＴＲなどからの入力
映像信号 101を液晶表示装置 102内部の映像処理回路部
 103に取り込む。ここで本発明では、入力される映像信
号としてインターレス形式の映像信号を、液晶の駆動方
式であるノン・インターレス形式の映像信号に変換する
際の画質向上を目的としているため、前記入力映像信号
 101としてはインターレス形式に限定して以下説明す
る。映像処理回路部 103では取り込んだ前記入力映像信
号 101に対し本発明の目的を実現するためのインターレ
ス→ノン・インターレス変換、液晶応答速度を改善する
ためのデータ補正などの映像処理を施す。映像処理され
たデジタル映像信号 104は液晶モジュール105内部のド
ライバー制御回路 106に入力され、ゲート・ドライバー
 109及び、データ・ドライバー 110に必要なタイミング
に変換及び、制御信号を生成し出力する。これにより液
晶パネル 111ではインターレス形式の映像信号入力を順
次走査で駆動し、更にフレーム前後の映像データによっ
て、応答速度が遅いことによる液晶での動画表示ぼけを
改善するような映像データ補正処理を行う。
【００１７】図２にインターレス形式及び、ノン・イン
ターレス形式映像信号の映像転送概略図を示す。
【００１８】図２において、（ａ）のインターレス形式
映像信号とは、奇数ラインと偶数ライン映像データを各
々別々のタイミングで転送する（飛び越し走査）。図に
示すように第１フィールドでは１、３、５・・・・ライ
ンと奇数ラインのデータのみを転送し、第２フィールド
では２、４、６・・・・ラインと偶数ラインのデータの
みを転送する。次に第３フィールドでは再度１、３、５
・・・・ラインと奇数ラインのデータのみを転送し、以
下、これを繰り返す。ここで各フィールド期間は一般的
には６０Ｈｚ前後である。（ｂ）のノン・インターレス
形式映像信号とは、毎フレーム奇数ラインと偶数ライン
映像データを交互に転送する（順次走査）。ノン・イン
ターレス形式の場合も各フレーム期間は一般的に６０Ｈ
ｚ前後であり、従って、前記インターレス形式映像信号
に比べ、２倍のデータを転送することになる。
【００１９】次に、インターレス形式映像信号の動画を
表示する際の画質について説明する。
【００２０】図３にインターレス形式の動画像を入力順
に表示（フィールド間補間）した際の表示画質劣化（走
査線ノイズ発生）概略図を示す。図３において、第１画
面及び、第２画面の各映像データは奇数ラインデータ及
び、偶数ラインデータが合成された映像データであり、
第１画面と第２画面間では映像データの移動（動画）が
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7
あるものとする。この映像信号がインターレス形式で入
力された場合、その表示出力順序は奇数１フィールド→
偶数１→奇数２→偶数２・・・となる。ここで、これら
インターレス形式映像信号を順次合成して表示する場
合、液晶は順次走査で駆動する必要があるため、偶数１
フィールド＋奇数２フィールドのような映像データを表
示することになる。この場合、ライン毎にずれた映像信
号表示となり、これが走査線ノイズとして認識される。
【００２１】次に、インターレス形式映像信号の静止画
像を表示する際の表示画質について説明する。
【００２２】図４にインターレス形式の静止画像をフィ
ールド内補間した際の表示画質劣化（フリッカー発生）
概略図を示す。図４において、原画像は奇数ライン及
び、偶数ラインに分けて転送される。各々のインターレ
ス形式映像信号に対し間のラインデータ（奇数フィール
ドであれば偶数ラインデータ、偶数フィールドであれば
奇数ラインデータ）を上下のラインデータを演算して補
間するフィールド内補間を施す。これにより各フィール
ドデータのみで液晶に表示可能な状態となるが、特定の
画素に注目した場合、フレーム毎に映像データ（階調デ
ータ）が異なるため、静止画像においてはこれがフリッ
カーとして認識されることになる。更に、交流化方式を
フレーム毎に極性が反転するドット反転フレーム交流と
した場合、液晶への印加電圧に偏りが生じ、定常的な直
流電圧印加に伴う残像（焼付き）が発生することにな
る。
【００２３】すなわち、インターレス形式の映像信号に
対しては、動画である場合にフィールド間補間を施す
と、走査線ノイズが発生し、静止画である場合にフィー
ルド間補間を施すと、フリッカー及び、残像（焼付き）
が発生する。従って、映像信号の動きに合わせてこれら
２つの補間方法を組み合わせる動き適応３次元Ｉ－Ｐ変
換処理が必要となる。
【００２４】図５に動き適応３次元Ｉ－Ｐ変換処理の概
略構成図を示す。
【００２５】図５では（Ｎ＋１）フレーム奇数フィール
ドをマスターとして変換処理を施す場合について示す。
まず表示データの１ライン目は、（Ｎ＋１）フレーム奇
数フィールドの１ライン目データ１（２）を出力する。
次に表示データの２ライン目は、（Ｎ）フレーム偶数フ
ィールドデータと、（Ｎ＋１）フレーム偶数フィールド
データを比較し（動き検出）、その結果、所定の値以下
の差であるため静止画と判断し、（Ｎ＋１）フレーム偶
数フィールドの１ライン目データ２（２）を出力し、フ
リッカー及び、残像（焼付き）の発生を抑止する。次に
表示データの３ライン目は前記１ライン目と同様に、
（Ｎ＋１）フレーム奇数フィールドの２ライン目データ
３（２）を出力する。更に表示データ４ライン目は前記
２ライン目と同様に、（Ｎ）フレーム偶数フィールドデ
ータと、（Ｎ＋１）フレーム偶数フィールドデータを比
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較し（動き検出）、その結果、所定の値以上の差である
ため動画と判断し、（Ｎ＋１）フレーム奇数フィールド
内上下ラインデータである３（２）及び、５（２）から
生成した補間データを出力し、走査線ノイズの発生を抑
止する。以下同様の処理を繰返し表示データを生成す
る。
【００２６】前記図３０に示した従来技術では、これを
実現するために独立した４フレーム分のフレームメモリ
及び、４ライン分のラインメモリを必要とし、コスト面
での問題を抱えていた。
【００２７】この問題を解決するための本発明による第
１の実施例について以下説明する。図６に第１の実施例
に対する概略構成図を示す。
【００２８】図６において、101、103、104は前記図１
に示した液晶表示システム全体概略構成図において、入
力映像信号、映像処理回路、デジタル映像信号を各々示
す。この映像処理回路 103内部において、601はフレー
ムメモリ１、602はフレームメモリ２、603はラインメモ
リ１、604はラインメモリ２、605は前記フレームメモリ
１ 601及び、フレームメモリ２ 602からのリードデータ
切替え回路、606はラインメモリ３、607は前記ラインメ
モリ１ 603、ラインメモリ２ 604及び、リードデータ切
替え回路 605各々から出力される映像データによってフ
レーム間の動き検出を行う動き検出制御部、608は前記
ラインメモリ１ 603、ラインメモリ２604、ラインメモ
リ３ 606、及び、動き検出制御部 607から入力されるデ
ータによりインターレス→ノン・インターレス変換処理
を行う演算処理制御部を各々示す。
【００２９】図７に前記図６において、現在の入力映像
データが偶数フィールドの場合に対する各フレームメモ
リ内部の状態をまた、図８に動作タイミング図を示す。
【００３０】図６、図７、図８においてまず、偶数フィ
ールドの現入力映像データ1ライン目(NE-L1)はフレーム
メモリ２ 602に書き込むと同時にラインメモリ１ 603に
も書き込む。次ラインにおいて前記フレームメモリ２ 6
02には、現入力映像データ２ライン目(NE-L2)を書き込
むと同時にラインメモリ２ 604にも書き込む。一方この
ラインではフレームメモリ１ 601に既に格納されている
１フレーム前の奇数フィールド及び、偶数フィールド映
像データの内、奇数フィールド映像データの１ライン目
（OO-L1）を書込み時の２倍速でライン前半に読出し、
出力データとして映像出力すると同時にラインメモリ３
 606に書き込む。ライン後半では前記フレームメモリ１
 601から１フレーム前の偶数フィールド映像データの１
ライン目(OE-L1)、ラインメモリ１ 603から１ライン前
の映像データ(NE-L1)及び、ラインメモリ３ 606からラ
イン前半に書き込んだ映像データ(OO-L1)をいずれも２
倍速で読み出す。これら同時に読み出した３種類の映像
データのうち、フレームメモリ１ 601からのデータ(OE-
L1)とラインメモリ１ 603からのデータ(NE-L1)は１フレ
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9
ーム前後の同一位置画素データであり、これを比較する
ことで動き検出が可能である。図８に示すタイミング図
の例では、この比較結果は閾値以下である場合を示し、
映像データは静止画であると判断し、前記ラインメモリ
１ 603からの読出しデータ(NE-L1)を表示２ライン目の
映像データとして出力する（フィールド間補間）。以下
同様に現入力映像データの書込み１水平期間に対し、読
出しは２倍速で処理し、ライン前半は前記フレームメモ
リ１ 601から読み出した奇数ラインデータ(OO-L*)を出
力データとして映像出力し、ライン後半は同じく前記フ
レームメモリ１ 601から読み出した１フレーム前の偶数
ラインデータ(OE-L*)と、前記ラインメモリ１ 603もし
くは、ラインメモリ２ 604から読み出した現フレームの
偶数ラインデータ(NE-L*)を比較する。この比較結果が
閾値を越えた場合には動画、越えない場合には静止画と
判断する。動画と判断された場合には、図８の出力デー
タ４ライン目に示すように、ラインメモリ３ 606から読
み出したデータ(OO-L2)を出力データとして表示出力す
る（フィールド内補間）。すなわち、フレーム間比較を
行って動き有りと判断した際には、１ライン前と同じデ
ータを出力するため、フィールド内補間処理はラインダ
ブラー制御となる。
【００３１】図９及び、図１０は前記図７の次のフレー
ムに対するフレームメモリ１ 601、フレームメモリ２ 6
02の内部状態及び、動作タイミング図を示す。
【００３２】図９及び、図１０において、現入力映像信
号 101は奇数フィールドデータであり、このデータはフ
レームメモリ２ 602に続けて書き込む。また、フレーム
メモリ１ 601からの読出しは１フレーム前の映像データ
を、前記図７に示した現入力映像信号が偶数フィールド
データの場合と反対の関係で読み出す。すなわち、図
７、図８において、フレームメモリ１ 601から読み出し
たデータをラインメモリ３ 606及び、演算処理制御部 6
08に出力するか、もしくは動き検出制御部 607に出力す
るかの制御は前記図６に示す切替え回路 605で行い、こ
の切替え制御は映像入力 101の一部である垂直同期信号
に合わせて行う。
【００３３】以上、図６～図１０に示した本発明第１の
実施例によれば、フレームメモリを独立に２フレーム分
及び、ラインメモリを独立に３ライン分用いるのみで、
インターレス形式の映像信号に対し、その動きの状態に
合わせたインターレス→ノン・インターレス変換処理を
実現でき、動画時に問題となる走査線ノイズ及び、静止
画時に問題となるフリッカー及び、残像（焼付き）を回
避することができる。しかし、動画と判断した際のフィ
ールド内補間であるラインダブラー処理は画質的な課題
がある。
【００３４】図１１にラインダブラー法による補間処理
の概略図を示す。
【００３５】図１１において、ラインダブラー法では同
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一ラインデータを繰返し表示することで、インターレス
→ノン・インターレス変換処理を実現するため、特にエ
ッジ部分の表示が階段状となり、表示全体が粗くなるよ
うな印象を与える。
【００３６】この問題を解決する本発明による第２の実
施例について以下説明する。
【００３７】図１２に本発明第２の実施例に対する構成
図を示す。前記図７に示した本発明第１の実施例に対
し、ラインメモリ１ 603、ラインメモリ２ 604、ライン
メモリ３ 606からの読出しデータを再度ラインメモリに
格納する部分及び、フレームメモリ１／２ 601、602か
ら読み出して動き検出部 607に入力するデータを一旦ラ
インメモリに格納する部分が異なる。
【００３８】図１２において、1201は前記ラインメモリ
３ 606から読み出したデータを格納するラインメモリ
４、1202は前記ラインメモリ１ 603から読み出したデー
タを格納するラインメモリ５、1203は前記ラインメモリ
２ 604から読み出したデータを格納するラインメモリ６
また、1204は読出しを行っているフレームメモリ１ 601
もしくは、フレームメモリ２ 602から読み出し、動き検
出制御部 607に入力するデータを一旦格納するラインメ
モリ７を各々示す。
【００３９】図１３に前記図１２に示した本発明第２の
実施例構成図の動作タイミング図を示す。
【００４０】図１２、図１３においてまず、偶数フィー
ルドの現入力映像データ1ライン目(NE-L1)はフレームメ
モリ２ 602に書き込むと同時にラインメモリ１ 603にも
書き込む。次ラインにおいて前記フレームメモリ２ 602
には、現入力映像データ２ライン目(NE-L2)を書き込む
と同時にラインメモリ２ 604にも書き込む。一方このラ
インではフレームメモリ１ 601に既に格納されている１
フレーム前の奇数フィールド及び、偶数フィールド映像
データの内、奇数フィールド映像データの１ライン目
（OO-L1）を書込み時の２倍速でライン前半に読出し、
同時にラインメモリ３ 606に書き込む。ライン後半では
前記フレームメモリ１ 601から１フレーム前の偶数フィ
ールド映像データの１ライン目(OE-L1)、ラインメモリ
１ 603から１ライン前の映像データ(NE-L1)及び、ライ
ンメモリ３ 606からライン前半に書き込んだ映像データ
(OO-L1)をいずれも２倍速で読み出す。同時にフレーム
メモリ１ 601から読み出した偶数フィールド映像データ
の1ライン目(OE-L1)はラインメモリ７ 1204に、ライン
メモリ１ 603から読み出した１ライン前の映像データ(N
E-L1)はラインメモリ５ 1202に、ラインメモリ３ 606か
ら読み出した映像データ(OO-L1)はラインメモリ４ 1201
に各々書き込む。これら同時に読み出した３種類の映像
データのうち、ラインメモリ３ 606から読み出したデー
タ(OO-L1)は出力データとして、直接映像出力する。出
力２ライン目は、前記出力１ライン目で書き込んだライ
ンメモリ７ 1204データ(OE-L1)及び、ラインメモリ５ 1
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202データ(NE-L1)を読み出して比較し、ここでは動き無
しと判断したため前記ラインメモリ５ 1202読出しデー
タ(NE-L1)を出力２ライン目データとして出力する（フ
ィールド間補間）。出力３ライン目については前記出力
1ライン目同様ラインメモリ３ 606からの読出しデータ
(OO-L2)を直接出力する。出力４ライン目については、
前記ラインメモリ７ 1204からの読出しデータ(OE-L2)
と、前記ラインメモリ６ 1203からの読出しデータ(NE-L
2)を比較し、ここでは動き有りと判断したため、マスタ
ーフィールド(Old_ODD)内の上下のラインデータである
フレームメモリ１ 601読出しデータ(OO-L3)と、ライン
メモリ４ 1201読出しデータ(OO-L2)とを演算して出力す
る（フィールド内補間）。ここで、動き有りと判断した
際のフィールド内補間処理が、前記本発明第１の実施例
ではラインダブラーによるものであったのに対し、本発
明第２の実施例ではマスターフィールド内上下ラインデ
ータによる演算処理で補間するため、前記図１１に示し
たようなラインダブラー方式でのエッジ部分階段状表示
に伴う表示全体の粗さを回避することができる。
【００４１】図１４及び、図１５に前記図１２及び、図
１３の次フレームにおける構成図内フレームメモリ内部
状態及び、その動作タイミング図を示す。
【００４２】前記本発明第１の実施例同様、図１４及
び、図１５において、現入力映像信号101は奇数フィー
ルドデータであり、このデータはフレームメモリ２ 602
に続けて書き込む。また、フレームメモリ１ 601からの
読出しは１フレーム前の映像データを、前記図１２に示
した現入力映像信号が偶数フィールドデータの場合と反
対の関係で読み出す。
【００４３】以上、本発明第２の実施例によれば、前記
本発明第１の実施例に対し、ラインメモリを独立に４ラ
イン分追加で設けることで、動き検出の結果、動き有り
と判断した際のマスターフィールドによるフィールド内
補間処理において、上下ラインデータを用いた演算処理
による補間が可能なため画質の向上が可能である。
【００４４】次に本発明第３の実施例として、前記第
１、第２の実施例によるインターレス→ノン・インター
レス変換処理に加え、液晶モジュールにおいて動画表示
を行う際に課題となっている、液晶の応答速度が遅いこ
とに伴う表示ぼけ現象の回避方法について説明する。
【００４５】ここでは応答速度の改善策として、隣接フ
レーム間のデータ変化量に対応した補正値を原表示デー
タに加算して出力オーバードライブ制御方法を用いる。
図  １６にオーバードライブ制御による応答速度改善策
概略図を示す。
【００４６】図１６では特定画素に対し、変化前輝度値
から次フレームで変化後の目的とする輝度値を得るため
に、変化前後の階調データの関係から求めたオーバード
ライブ補正値を加えた場合の輝度変化の一例を示したも
のである。オーバードライブ制御による補正が無い場
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合、液晶の応答速度が１フレーム期間（６０Ｈｚの場合
→１６．７ｍｓ）を大きく越えてしまうため、変化後の
目的輝度に到達するのに複数フレーム期間を要する。こ
の過渡期間及び、波形の鈍りによる実効輝度不足が動画
ぼけとして認識されることになる。これを改善するため
に隣接フレーム間データ値に従って、出力データに補正
データを加味することで変化後目標輝度への到達時間を
短縮（速度重視型補正→図１６（ａ））するかもしく
は、輝度実効値を補正（輝度重視型補正→図１６
（ｂ））する。
【００４７】図１７に前記本発明第１の実施例に示すイ
ンターレス→ノン・インターレス変換処理部構成図に動
画ぼけを改善するためのオーバードライブ処理回路を搭
載した際の概略構成図を示す。
【００４８】図１７において、1701はオーバードライブ
処理回路全体、1702はフレームメモリ３、1703はフレー
ムメモリ４、1704は補正処理制御部を各々示す。
【００４９】Ｉ－Ｐ変換処理回路部 103から出力された
ノン・インターレス形式の映像信号104は、オーバード
ライブ処理回路 1701内部のフレームメモリ３ 1702もし
くは、フレームメモリ４ 1703に書き込むと同時に、補
正処理制御部 1704にも入力する。ここで、フレームメ
モリ３ 1702と、フレームメモリ４ 1703の関係は、フレ
ーム同期で書込みと読出しが相反するものとする。従っ
て、フレームメモリ３ 1702もしくは、フレームメモリ
４ 1703から読み出したデータ(1st_Data)は、前記Ｉ－
Ｐ変換処理回路部 103から読み出し、補正処理制御部 1
704に入力するデータ(2nd_Data)に対し、常に１フレー
ム前のデータとなる。従って、この２つのデータにより
前記図１６に示した変化前後の階調データを得ることが
可能となり、これにより補正処理制御部 1704で出力デ
ータに対する最適補正値を確定できる。
【００５０】しかし、図１７の構成では前段のＩ－Ｐ変
換処理回路部 103及び、後段のオーバードライブ処理回
路 1701の双方に各々２フレーム分のフレームメモリを
設ける必要があり、コスト面で課題となる。この課題を
解決する本発明による第３の実施例は、これら２箇所に
存在するフレームメモリを統合しながら、インターレス
→ノン・インターレス変換処理及び、オーバードライブ
処理を実現するものである。
【００５１】図１８は前記図１７に示した構成図の中
で、前段のＩ－Ｐ変換処理回路部 103内部のメモリ動作
を示した概略図を示す。
【００５２】図１８において、動き検出を行うために１
フレーム前後の同一フィールドデータ比較を行う。図１
８の例ではフレームメモリ１ 601による（Ｎ）フレーム
偶数フィールドデータと、ラインメモリ１ 603及び、ラ
インメモリ２ 604による（Ｎ＋１）フレーム偶数フィー
ルドデータの比較である。すなわち、この比較結果を後
段のオーバードライブ処理回路の1st_Dataと2nd_Dataと
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13
の比較結果の代用として用いることで、フレームメモリ
３ 1702及び、フレームメモリ４ 1703を削減するもので
ある。
【００５３】図１９にフレームメモリ３ 1702及び、フ
レームメモリ４ 1703を削減した際のＩ－Ｐ変換処理及
び、オーバードライブ処理を行う制御回路の構成図を示
す。
【００５４】図１９において、1901は隣接フレーム間の
比較データを入力してＩ－Ｐ変換処理及び、オーバード
ライブ処理を行うデータ処理部、1902はオーバードライ
ブ処理の中で、前記動き検出制御部 607からの比較結果
を用いて出力データに対する補正値を算出する補正値算
出部、1903は前記Ｉ－Ｐ変換処理回路 608から出力され
たノン・インターレス映像信号及び、前記補正値算出部
 1902から出力された補正値を入力し、オーバードライ
ブ処理の施された映像信号を出力するオーバードライブ
補正データ生成部を各々示す。
【００５５】動き検出制御部 607からの検出結果は前記
図６の場合と同じであり、この検出結果をＩ－Ｐ変換処
理回路 608及び、補正値算出部 1902に兼用で入力す
る。
【００５６】図２０に前記図１９に示した本発明第３の
実施例に対する動作フローチャートを示す。
【００５７】本フローチャートはスタートからエンドま
でが１画素に対する処理を示し、画素毎にこのフローを
繰り返す。
【００５８】まず、動き検出処理により隣接フレームの
同一フィールド間データを比較する。この同一フィール
ド間データはフレーム毎に奇数及び、偶数ラインが交代
する。次に、動き検出処理による検出データと、動き判
定の基準となる閾値を比較し、フレーム間での動きの有
無を判断する。ここで、検出データとはフレーム間デー
タの差であるため、この差が閾値より小さければ動き無
しと判断し、Ｉ－Ｐ変換処理部ではフィールド間補間処
理を行い１画素に対する処理を終了する。逆にフレーム
間データの差が閾値より大きければ動き有りと判断し、
Ｉ－Ｐ変換処理部ではフィールド内処理を行いノン・イ
ンターレス映像信号を生成する。この映像信号をオーバ
ードライブ処理部に出力し、前記フレーム間データの差
に対応したオーバードライブ補正値算出処理及び、この
補正データを加味した映像データを生成し、表示データ
として出力し１画素に対する処理を終了する。
【００５９】図２１に本発明第３の実施例に対する動作
概略図を示す。図２１は（Ｎ＋１）フレームの奇数フィ
ールドをマスターフィールドとした一例を示す。
【００６０】まず、Ｉ－Ｐ変換後データの１ライン目は
マスターフィールドである（Ｎ＋１）フレーム奇数フィ
ールドの１ライン目 1(2)となる。このラインのデータ
はフレーム間で比較したデータが無いためオーバードラ
イブ処理を施さず、そのまま表示データとして出力す
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る。次にＩ－Ｐ変換後データの２ライン目は、（Ｎ）フ
レーム偶数フィールドデータの１ライン目 2(1)と、
（Ｎ＋１）フレーム偶数フィールドデータの１ライン目
 2(2)を比較し、本例では動き無しと判断したため、
（Ｎ＋１）フレーム偶数フィールドデータの１ライン目
 2(2)をＩ－Ｐ変換後の２ライン目データとして出力す
る（フィールド間補間）。更に、動き無しと判断したた
め、オーバードライブによる補正処理も必要なく、（Ｎ
＋１）フレーム偶数フィールドデータの１ライン目 2
(2)をそのまま表示データとして出力する。次に表示３
ライン目は前記１ライン目同様、（Ｎ＋１）フレーム奇
数フィールドの２ライン目 3(2)を出力する。次にＩ－
Ｐ変換後データの４ライン目は、（Ｎ）フレーム偶数フ
ィールドデータの２ライン目 4(1)と、（Ｎ＋１）フレ
ーム偶数フィールドデータの２ライン目 4(2)を比較
し、本例では動き有りと判断したため、（Ｎ＋１）フレ
ーム奇数フィールドデータの２ライン目 3(2)をＩ－Ｐ
変換後の４ライン目データとして出力する（ラインダブ
ラーによるフィールド内補間）。更に、動き有りと判断
したため、この動き量を基ににオーバードライブ処理部
で補正値 αを求め、これを加味したデータ 3(2)＋αを
表示データとして出力する。以下、同様に処理すること
で、動き検出部を共有化してＩ－Ｐ変換処理及び、表示
データ偶数ラインに対しオーバードライブ処理を実現可
能とした。
【００６１】図２２は前記図２１に示した（Ｎ＋１）フ
レーム奇数フィールドをマスターフィールドとした次フ
レームである、（Ｎ＋１）フレーム偶数フィールドをマ
スターフィールドとした場合の動作概略図である。基本
的な動作は前記図２１に示した（Ｎ＋１）フレーム奇数
フィールドをマスターフィールドとした場合と同様であ
り、比較の対象は（Ｎ＋１）フレーム奇数フィールドデ
ータと、（Ｎ＋２）フレーム奇数フィールドデータであ
る。表示データについては、奇数ラインに対しオーバー
ドライブ処理を実現可能とした。
【００６２】すなわち、前記図２１及び、図２２より、
表示データに対するオーバードライブ処理は１フレーム
毎に奇数ラインと偶数ラインを交互に行うものである。
【００６３】図２３は本発明によるオーバードライブ制
御方法アルゴリズムの一例である。
【００６４】図２３において、補正後の出力表示データ
は、現フレームの入力映像データＮＤ及び、１フレーム
前の入力映像データ ＯＤより、下記関係式によって求
める。
【００６５】
出力表示データ＝ＮＤ＋α×（ＮＤ－ＯＤ）
すなわち、隣接フレーム間映像データの差分（ＮＤ－Ｏ
Ｄ）に補正値 αを乗算し更に、現フレームの入力映像
データ ＮＤを加算して求める。このときのα値が性能
に大きく影響することになる。図２３ではα＝ａ～ｄに
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よって液晶の応答特性が異なり、ａは補正値がほぼゼロ
に近い状態、ｂは速度を重視した状態、ｃは輝度を補償
した状態、ｄはｃに対し更に輝度を強調した状態の特性
である。これらαの算出方法は現フレームの入力映像デ
ータ ＮＤと、１フレーム前の入力映像データ ＯＤ各階
調データのマトリクスを組み合わせ、応答波形を観測す
ることで求める。また、液晶は低階調から高階調への立
ち上がり特性と、高階調から低階調への立下り特性が異
なるため、図２３のマトリクス表に示すように、現フレ
ームの入力映像データ ＮＤと、１フレーム前の入力映
像データ ＯＤが等しいポイントを堺に、立ち上がり用
と、立下り用に２種類の補正値 αを求める。
【００６６】前記図２３においてα＝ｄの特性のように
輝度を過剰に強調した場合、コントラストが強調され、
メリハリのある映像状態となるが、液晶パネルのγ特性
に起因した弊害も発生する。
【００６７】図２４に液晶パネルγ特性の一例を示す。
【００６８】図２４において、γ特性１（上凸）は入力
低階調部分の輝度傾斜が大きく、入力高階調部分の輝度
傾斜が小さい特性を有する例を示す。γ特性２（下凸）
は入力低階調部分の輝度傾斜が小さく、入力高階調部分
の輝度傾斜が大きい特性を有する例を示す。従って、入
力階調の補正量をｘとした場合、入力低階調部分ではγ
特性１（上凸）と、γ特性２（下凸）では輝度差がｂ対
ａとなり同じ補正量ｘにおいてもγ特性１（上凸）の方
が輝度変化量が大きい。一方、入力高階調部分ではγ特
性１（上凸）と、γ特性２（下凸）では輝度差がｄ対ｃ
となり同じ補正量ｘにおいてもγ特性２（下凸）の方が
輝度変化量が大きい。従って、前記図２３において、α
＝ｄ特性のように輝度を過剰に強調した場合、γ特性１
（上凸）では低階調部分で過剰に補正したことにより、
輝度変化量が大きいため色ずれが発生する。しかし、相
対輝度が低いため主観的には色ずれ現象は認められな
い。逆にγ特性２（下凸）では高階調部分で過剰に補正
したことにより、輝度変化量が大きいため色ずれが発生
すると共に、相対輝度が高いため主観的に色ずれ現象が
認められる。従って、前記図２３及び、図２４において
補正値α＝ｄのように、輝度を過剰に強調し、コントラ
ストを強調してメリハリのある映像とする場合、入力階
調が高い領域に対しては、オーバードライブによる補正
処理を禁止する制限回路を設けることで主観的な色ずれ
を防止する。
【００６９】次に本発明による第３の実施例において、
定常的な直流電圧の印加による残像（焼付き）現象も回
避可能であることについて説明する。
【００７０】図２５は液晶パネルで残像（焼付き）が発
生する原因となる定常的な直流電圧が印加される状態を
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示す概略タイミング図である。
【００７１】図２５では特定の画素に注目した際のタイ
ミング図を示し、入力映像信号としては、フレーム毎に
黒データ（最小階調）と、白データ（最大階調）を繰り
返す。更に交流化駆動信号は、フレーム毎にプラス極性
と、マイナス極性を繰り返すため、前述の階調データと
の重畳による液晶パネルへの印加電圧は、定常的にマイ
ナスの直流電圧が印加された状態となり、これが残像
（焼付き）発生の原因となる。すなわち、前記図４に示
したインターレス→ノン・インターレス変換にラインダ
ブラー方式を用い、静止画を表示した際にこの状態とな
る。これに対し、前記図１９に示した本発明による第３
の実施例では、この定常的な直流電圧の印加による残像
（焼付き）現象も回避可能である。
【００７２】図２６に本発明第３の実施例において、イ
ンターレス形式の静止画映像信号が入力された際の動作
概略図を示す。
【００７３】図２６において、（Ｎ＋１）フレーム奇数
フィールドをマスターフィールドとし、表示データ１ラ
イン目データはマスターフィールドの１ライン目データ
 1(2)を出力する。表示２ライン目データは（Ｎ）フレ
ーム偶数フィールドの１ライン目データ 2(1)と、（Ｎ
＋１）フレーム偶数フィールド１ライン目データ 2(2)
を比較するが、静止画であるため同じフィールドの隣接
フレームデータは一致し、動き無しと判断する。従っ
て、オーバードライブ処理も施さず、前記（Ｎ＋１）フ
レーム偶数フィールド１ライン目データ 2(2)を表示デ
ータとして出力する。以下、表示第１ライン目と第２ラ
イン目同様の処理を繰り返す。すなわち、オーバードラ
イブ処理を施さず、フィールド間補間を行うため前記図
３の動作を静止画に適用した状態となり、残像（焼付
き）現象を回避することができる。
【００７４】図２７は前記図２６の次フレームの動作概
略図を示す。この場合、（Ｎ＋１）フレーム偶数フィー
ルドがマスターフィールドとなり、表示データを生成す
る動作は前記図２６の場合と同じである。
【００７５】表１にＩ－Ｐ変換処理及び、オーバードラ
イブ処理に必要なフレームメモリ数を、本発明と従来技
術について示す。ここでは、高精細映像信号への対応を
考慮し、２パラレルで処理するものとし色数について
は、メモリのバス幅を考慮したＲ－Ｇ－Ｂ＝５－６－５
と、フルカラー対応である、Ｒ－Ｇ－Ｂ＝８－８－８の
２通りをまた、メモリの構成についても容量的には十分
な６４Ｍビット品でデータバス幅が１６ビット及び、３
２ビットの２通りを想定する。
【００７６】
【表１】
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表１において、本発明ではＩ－Ｐ変換処理部と、オーバ
ードライブ処理部のフレームメモリを共通化することが
特徴であり、そのため従来技術では最大６個のメモリチ
ップを必要とするところを、本発明では全く必要としな
い（Ｉ－Ｐ変換処理部のメモリを共用する）。また、ト
ータル数でもフルカラー仕様の場合、１６ビット品メモ
リを用いると本発明はメモリチップ１２個も削減するこ
とが可能である。
【００７７】以上、本発明による液晶表示制御方法及
び、それを搭載した液晶表示装置によれば、フレームメ
モリを２個、ラインメモリを３個用いることで、インタ
ーレス形式の映像信号を液晶パネルに表示するための動
き適応３次元インターレス→ノン・インターレス変換処
理を実現することが可能である（実施例１）。
【００７８】更に、ラインメモリを４個新たに追加する
ことで、動き検出において動画と判断した際のフィール
ド内補間において、単純なラインダブラー処理ではなく
上下ラインデータを演算して補間ラインデータを生成す
ることが可能である（実施例２）。
【００７９】また、インターレス→ノン・インターレス
変換処理で使用する隣接フレーム同一フィールド間デー
タの比較による動き検出結果を、この後段に設けたオー
バードライブ処理部の補正値算出データとして流用する
ことで、必要メモリ数を削減でき、コスト低減を実現す
ることが可能である（実施例３）。
【００８０】また、いずれの実施例においてもインター
レス形式の静止画映像信号入力による液晶パネルへの定
常的な直流電圧の印加を防ぐことができ、残像（焼付
き）の無い良好な表示を実現することが可能である。
【００８１】
【発明の効果】本願において開示される発明のうち、代
表的なものによって得られる効果を簡単に説明すれば、
以下の通りである。
【００８２】すなわち、本発明の液晶表示制御方法及
び、それを用いた液晶表示装置によれば、インターレス
形式の映像信号を液晶パネルの駆動形態であるノン・イ
ンターレス形式の映像信号に変換する際に、隣接フレー*
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*ム間同一フィールドデータの比較により動き検出を行
い、フィールド間補間処理及び、フィールド内補間処理
を切替えて良好な表示を得る際に必要となるフレームメ
モリ搭載数を抑えることができ、大幅にコストを低減で
きるという効果が得られる。
【００８３】更に、本発明の液晶表示制御方法及び、そ
れを用いた液晶表示装置によれば、前記インターレス→
ノン・インターレス変換用に搭載したフレームメモリに
よる動き検出結果を、後段に設けたオーバードライブ処
理回路のフレーム間動き検出データとして利用すること
で、液晶パネルの応答速度もしくは輝度を補償すること
ができ、新たにフレームメモリを搭載するなどのコスト
上昇を招くことなく、動画ぼけを改善できるという効果
が得られる。
【００８４】更に、前記インターレス→ノン・インター
レス変換処理及び、オーバードライブ処理を共通の動き
検出結果を用いて制御する本発明の液晶表示制御方法及
び、それを用いた液晶表示装置によれば、インターレス
形式の映像信号が静止画状態で入力された際に、液晶パ
ネルに定常的な直流電圧が印加されることなく、残像
（焼付き）の無い良好な表示状態を得ることができると
いう効果が得られる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明技術を用いた液晶表示システムの全体概
略構成図である。
【図２】インターレス形式及び、ノン・インターレス形
式映像信号の映像転送概略図である。
【図３】インターレス形式の動画像を入力順に表示（フ
ィールド間補間）した際の表示画質劣化（走査線ノイズ
発生）概略図である。
【図４】インターレス形式の静止画像をフィールド内補
間した際の表示画質劣化（フリッカー発生）概略図であ
る。
【図５】動き適応３次元Ｉ－Ｐ変換処理の概略構成図で
ある。
【図６】本発明による第１の実施例に対する概略構成図
である。
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【図７】本発明による第１の実施例に対する現在の入力
映像データが偶数フィールドの場合に対する各フレーム
メモリ内部の状態を示す。
【図８】本発明による第１の実施例に対する現在の入力
映像データが偶数フィールドの場合に対する各フレーム
メモリ内部のタイミングを示す。
【図９】本発明による第１の実施例に対する現在の入力
映像データが奇数フィールドの場合に対する各フレーム
メモリ内部の状態を示す。
【図１０】本発明による第１の実施例に対する現在の入
力映像データが奇数フィールドの場合に対する各フレー
ムメモリ内部のタイミングを示す。
【図１１】ラインダブラー法による補間処理の概略図で
ある。
【図１２】本発明による第２の実施例に対する概略構成
図である。
【図１３】本発明による第２の実施例構成図の動作タイ
ミング図である。
【図１４】本発明による第２の実施例に対する現在の入
力映像データが奇数フィールドの場合に対する各フレー
ムメモリ内部の状態を示す。
【図１５】本発明による第２の実施例に対する現在の入
力映像データが奇数フィールドの場合に対する各フレー
ムメモリ内部のタイミングを示す。
【図１６】オーバードライブ制御による応答速度改善策
概略図である。
【図１７】本発明による第１の実施例に示すインターレ
ス→ノン・インターレス変換処理部構成図に動画ぼけを
改善するためのオーバードライブ処理回路を搭載した際
の概略構成図である。
【図１８】前記図１７における前段のＩ－Ｐ変換処理回
路部 103内部メモリ動作を示した概略図である。
【図１９】本発明による第３の実施例に対する概略構成
図である。
【図２０】本発明による第３の実施例に対する動作フロ
ーチャートである。
【図２１】本発明による第３の実施例に対する動作概略*

20
*図である。
【図２２】前記図２１の次フレームである（Ｎ＋１）フ
レーム偶数フィールドをマスターフィールドとした場合
の動作概略図である。
【図２３】本発明による第３の実施例によるオーバード
ライブ制御方法アルゴリズムの一例である。
【図２４】液晶パネルγ特性の一例である。
【図２５】残像（焼付き）が発生する原因となる定常的
な直流電圧が印加される状態を示す概略タイミング図で
ある。
【図２６】本発明による第３の実施例において、インタ
ーレス形式の静止画映像信号が入力された際の動作概略
図である。
【図２７】前記図２６の次フレームの動作概略図であ
る。
【図２８】従来技術のインターレス→ノン・インターレ
ス変換処理概略構成図である。
【符号の説明】
101…入力映像信号、102…液晶表示装置、103…映像処
理回路、104…デジタル映像信号、105…液晶モジュー
ル、106…ドライバー制御回路、107…ゲート・ドライバ
ー制御信号、108…データ・ドライバー制御信号、109…
ゲート・ドライバー、110…データ・ドライバー、111…
液晶パネル、601…フレームメモリ１、602…フレームメ
モリ２、603…ラインメモリ１、604…ラインメモリ２、
605…リードデータ切替え回路、606…ラインメモリ３、
607…動き検出部、608…演算処理制御部、1201…ライン
メモリ４、1202…ラインメモリ５、1203…ラインメモリ
６、1204…ラインメモリ７、1701…オーバードライブ処
理全体回路、1702…フレームメモリ３、1703…フレーム
メモリ４、1704…補正処理制御部、1901…オーバードラ
イブ・データ処理部、1902…補正値算出部、1903…オー
バードライブ補正データ生成部、2801～2804…フレーム
メモリ１～フレームメモリ４、2805～2808…ラインメモ
リ１～ラインメモリ４、2809…データ比較回路、2810…
データ演算回路。

【図１】 【図１１】
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